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令和７年二十歳を祝う会が１月１２日、中央公民館で行われ、今年度二十歳を迎える７３
人が出席しました。
祝う会では、出席者を代表して中山はるさん、楢舘遥さん、手間本翔也さんが町民憲章を

朗読した後、一人一人が登壇して近況や将来の夢を発表し、町長から記念品が贈呈されまし
た。
野村町長からの式辞では「社会の一員として自分を磨き、将来への夢や希望、無限の可能

性に向かって、失敗をおそれず、沢山のことに挑戦し続ける勇気を持ってほしい」とエール
が送られました。
最後に、矢崎裕大さんが代表して「どんな大きな壁にぶつかっても、この２０年間で培っ

た忍耐力、精神力で乗り越え、成長し続けたい」と誓いのことばを述べました。
出席者は、艶やかな振袖やスーツに身をまとい、久しぶりに再会した友人たちとの記念撮

影や会話に花を咲かせていました。
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令和７年野辺地町善行表彰の授与式が１月６日、中央公民館
で行われました。
この授与式は新年祝賀会に先立って行われたもので、野村町

長をはじめ、国会議員・県議会議員、町議会議員や関係者など
約１１０名が出席し、社会的功労のあった方々に、野村町長か
ら感謝状と記念品が贈呈されました。

 

熊 谷 正 夫 様
長年にわたり、消防行政に精

励し、公益と民生の安定に尽力
された功績により、第４３回危
険業務従事者叙勲において瑞宝
双光章を受章されました。

坂 口 宗 廣 様
長年にわたり、警察業務に精

励し、安全な地域社会の実現に
尽力された功績により、第４３
回危険業務従事者叙勲において
瑞宝単光章を受章されました。

髙 田 光 雄 様
長年にわたり、野辺地町議会

議員として地方自治の発展に尽
力された功績により、令和６年
秋の叙勲において旭日双光章を
受章されました。

髙 野 いく子 様
長年にわたり、民生・児童委

員として、社会福祉の増進に尽
力された功績により、令和６年
春の褒章において藍綬褒章を受
章されました。

市ノ渡 廣 志 様
長年にわたり、消防団活動に

精励し、公益と民生の安定に尽
力された功績により、令和６年
春の叙勲において瑞宝単光章を
受章されました。

※ 順 不 同
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記念撮影をする熊谷選手と子どもたち

野辺地サッカークラブ（川畑翔監督）が、
１２月２１日に野辺地中学校体育館でサッ
カー女子日本代表「なでしこジャパン」の
主将を務める熊谷紗希選手を招き、サッ
カー教室を開催しました。
サッカー教室では、クラブ所属の小学５

年生から中学３年生まで３０名が参加し、
対人練習やミニゲームを行い、守備時の間
合いの取り方などを学びました。

令和７年野辺地町消防出初式が１月５
日、町立体育館で行われ、横濵豊消防団長
ほか消防団員・消防署員の約１２０人が参
加しました。
野村町長の訓示では、「危機管理体制の

更なる充実と今後も町民が安全で安心して
暮らせるよう、より一層の精進を切望する」
と消防団員並びに消防職員へ協力を呼びか
けました。



団員によるまとい振り



社会福祉法人おさなご（瀧野道子理事長）
様が運営する「たけのこ」「わかば」保育園
の職員の皆さまから、児童福祉事業のため
７万円のご寄附をいただきました

野辺地町漁港荷さばき施設の竣工式が１
２月２０日に行われました。
式には、漁協関係者ら約６０名が出席し、

町水産業の発展を祈願しました。
野村町長は「施設の完成を契機に、より

一層、町の水産業の振興が図られることを
期待する」と述べました。

 

関係者らによるテープカット





5

ち人口
令和６年12月末現在（前月比）
人 口 11,855名 （－ 2 0 ）
男 5,545名 （－ 1 6 ）
女 6,310名 （－ 4 ）
世帯数 6,305世帯（－ 1 0 ）

無料相談案内
●年金相談
（年金全般に関すること）
２月19日（水）10時～15時
中央公民館
☎017－734－7498
※要予約（定員に達し次第締切）
●人権相談
（人権擁護に関すること）
２月４日（火）９時～12時
中央公民館
相談担当：人権擁護委員
◆問合先 介護・福祉課
☎64－2111
●弁護士無料相談
（民事・一般に関すること）
２月７日（金）14時～
３月７日（金）14時～
健康増進センター
◆問合先 総務課
☎64－2111（内線207）
※要予約（定員に達し次第締切）
●行政相談
（行政に関する苦情・要望等）
３月18日（火）10時～12時
役場相談室
◆問合先 総務課（内線207）
●教育相談
（不登校に関すること）
月～金曜（祝日を除く）
９時～15時
教育委員会
☎090－2604－9408
●電話介護相談
月～金曜（祝日を除く）
９時～16時
野辺地町地域包括支援センター

☎72－1018／72－1023

町
税
等
の
納
付
は
、
口
座
振
替

（
口
座
か
ら
の
自
動
引
き
落
と
し
）

を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
金
融
機

関
等
に
出
向
い
た
り
、
現
金
を
持
ち

歩
く
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

一
回
の
申
込
み
で
納
期
ご
と
、
毎
年

口
座
振
替
が
継
続
す
る
安
全
・
安

心
、便
利
、確
実
な
納
付
方
法
で
す
。

町
で
は
、
こ
の
利
用
を
推
進
し
て

い
ま
す
。

固
定
資
産
税
、
町
県
民
税
（
普
通

徴
収
）、
国
民
健
康
保
険
税
（
普
通

徴
収
）
に
つ
い
て
、
令
和
７
年
３
月

ま
で
に
口
座
振
替
を
申
込
済
み
で
、

対
象
条
件
を
満
た
し
た
方
に
「
の
へ

じ
共
通
商
品
券
等
五
百
円
分
」
を
プ

レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

最
終
の
ご
案
内
と
な
り
ま
す
の

で
、
こ
の
機
会
に
、
是
非
お
申
込
み

く
だ
さ
い
。

◆
申
込
・
問
合
先

◆
豆
ま
き
会

１
日
（
土
）
10
時
半
～

◆
避
難
訓
練

22
日
（
土
）
14
時
～

◆
支
援
拠
点
事
業

の
へ
じ
ら
ん
ど

お
雛
様
作
り

講
師
：
保
育
士

26
日
（
水
）
10
時
～

◆
あ
た
ご
ク
ラ
ブ
役
員
会

28
日
（
金
）

◆
問
合
先

児
童
館

☎
64
‒
３
１
０
６

町
税
等
の
口
座
振
替
推
進

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
最
終
の
ご
案
内

児
童
館
行
事

で
、
市
町
村
が
賦
課
・
徴
収
を
し
て

お
り
、「
地
域
社
会
の
会
費
」
と
し

て
県
と
市
町
村
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
を

支
え
る
貴
重
な
財
源
と
な
っ
て
い
ま

す
。個

人
住
民
税
の
「
特
別
徴
収
」
と

は
、
所
得
税
の
源
泉
徴
収
と
同
様

に
、
事
業
主
が
従
業
員
に
代
わ
り
、

毎
月
支
払
う
給
与
か
ら
個
人
住
民
税

の
税
額
を
天
引
き
し
、
納
入
す
る
制

度
で
す
。

県
と
市
町
村
は
、
地
方
税
法
の
要

件
に
該
当
す
る
事
業
主
の
皆
様
に
つ

い
て
、
個
人
住
民
税
の
特
別
徴
収
義

務
者
の
指
定
に
向
け
た
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
ま
す
。

ま
だ
実
施
さ
れ
て
い
な
い
事
業
主

は
特
別
徴
収
へ
の
切
替
え
を
お
願
い

し
ま
す
。

特
別
徴
収
の
手
続
き
等
に
つ
い
て

は
、
従
業
員
の
住
所
地
の
市
町
村
へ

お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

◆
問
合
先

上
北
地
域
県
民
局
県
税
部

納
税
管
理
課

☎
０
１
７
６
‒
22
‒
８
１
１
１

（
内
線
２
１
１
・
２
１
４
）

｢解
決
の
糸
口
を
見
つ
け
に

行
こ
う
！
」
無
料
相
談
会

自
治
体
と
連
携
し
て
生
活
再
建
相

談
事
業
を
行
っ
て
い
る
消
費
者
信
用

生
活
協
同
組
合
に
よ
る
無
料
相
談
会

で
す
。
専
門
ス
タ
ッ
フ
や
弁
護
士
が

お
金
や
暮
ら
し
に
関
す
る
悩
み
な
ど

に
つ
い
て
、
丁
寧
に
聴
き
取
り
し
、

一
緒
に
解
決
の
糸
口
を
見
つ
け
ま

す
。

◆
実
施
日
時

３
月
８
日
（
土
）
10
時
～
16
時

◆
場
所

信
用
生
協
青
森
事
務
所

青
森
市
安
方
１
‒
３
‒
５
小
田

島
ビ
ル
３
階

◆
対
象
の
相
談

①
お
金
の
問
題
（
多
重
債
務
問
題
な

ど
）

②
遺
産
相
続

③
不
動
産
売
買

④
税
金
等
公
共
料
金
の
滞
納

⑤
Ｄ
Ｖ
・
離
婚
問
題

⑥
そ
の
他
く
ら
し
に
関
す
る
悩
み
事

◆
相
談
料

無
料
。
た
だ
し
事
前
の
予
約
が
必

要
で
す
。

◆
予
約
先

信
用
生
協
青
森
事
務
所

☎
０
１
２
０
‒
１
０
２
‒
１
４
３

個
人
住
民
税
の

特
別
徴
収
に
つ
い
て

従
業
員
の
個
人
住
民
税
は
「
特
別

徴
収
」
が
原
則
で
す
。

個
人
住
民
税
と
は
、
個
人
の
県
民

税
（
県
税
）
と
市
町
村
民
税
（
市
町

村
税
）
を
併
せ
た
地
方
税
の
こ
と

日
赤
野
辺
地
町
分
区
か
ら
の

お
知
ら
せ

日
本
赤
十
字
社
青
森
県
支
部
で

は
、
災
害
や
紛
争
な
ど
か
ら
命
を
守

り
、
苦
痛
を
軽
減
す
る
活
動
を
は
じ

め
、
平
時
は
教
育
現
場
や
自
治
会
な

ど
で
防
災
・
減
災
の
講
習
会
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
を
展
開
し
て
い

ま
す
。

こ
う
し
た
活
動
は
す
べ
て
、
地
域

の
皆
さ
ま
か
ら
寄
せ
ら
れ
る
会
費
や

寄
附
金
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
ま

す
。当

分
区
で
は
２
月
か
ら
、
各
自
治

会
に
一
人
５
０
０
円
以
上
の
活
動
資

金
（
会
費
・
寄
付
金
）
の
募
集
を
行

い
ま
す
。
皆
さ
ま
の
赤
十
字
社
員
へ

の
加
入
並
び
に
令
和
７
年
度
の
活
動

資
金
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
問
合
先

◇
日
本
赤
十
字
社
青
森
県
支
部

☎
０
１
７
‒
７
２
２
‒
２
０
１
１

◇
介
護
・
福
祉
課
（
内
線
１
１
４
）

税
務
会
計
課
（
内
線
１
３
２
）
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今
年
も
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
と
密

接
な
か
か
わ
り
を
持
つ
税
の
申
告
時

期
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
申
告
は
、

公
平
な
課
税
と
納
税
を
行
う
上
で
非

常
に
重
要
な
も
の
で
、
皆
さ
ん
が
毎

日
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
明
る
い
社
会

を
つ
く
る
た
め
に
、
税
金
は
無
く
て

は
な
ら
な
い
大
切
な
財
源
で
す
。

町
・
県
民
税
、
所
得
税
、（
税
務
署

で
受
付
す
る
）
贈
与
税
の
申
告
は
、

３
月
17
日
(月
)ま
で
で
す
。
な
お
、

町
・
県
民
税
の
申
告
相
談
は
２
月
12

日
(水
)か
ら
役
場
１
階
町
民
ホ
ー

ル
で
行
い
ま
す
（
詳
し
い
日
程
は
７

ペ
ー
ジ
の
表
の
と
お
り
で
す
）。

申
告
が
必
要
と
思
わ
れ
る
方
は
、

忘
れ
ず
に
申
告
し
ま
し
ょ
う
。

○
町
・
県
民
税

申
告
が
必
要
な
方

令
和
７
年
１
月
１
日
現
在
、
野
辺

地
町
に
居
住
し
て
い
る
方
で
、
次
に

該
当
す
る
方
。

た
だ
し
、
所
得
税
の
確
定
申
告
を

す
る
方
は
、
町
・
県
民
税
の
申
告
は

必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

１
．
給
与
所
得
の
み
の
方
で
、
次
に

該
当
す
る
方

◇
勤
務
先
で
年
末
調
整
し
て
い
な
い

方
◇
年
末
調
整
の
控
除
内
容
に
変
更
の

あ
る
方

◇
医
療
費
控
除
等
の
各
種
控
除
を
受

け
る
方

２
．
公
的
年
金
所
得
の
み
の
方
で
、

次
に
該
当
す
る
方

◇
源
泉
徴
収
票
の
控
除
内
容
に
変
更

の
あ
る
方

◇
医
療
費
控
除
等
の
各
種
控
除
を
受

け
る
方

３
．
事
業
所
得
（
営
業
・
農
業
・
漁

業
等
）
の
あ
る
方

４
．
不
動
産
所
得（
地
代
・
家
賃
等
）

の
あ
る
方

５
．
配
当
所
得
の
あ
る
方

６
．
生
命
保
険
一
時
金
、
生
命
保
険

年
金
、
報
酬
等
を
受
け
た
方

７
．
譲
渡
所
得
の
あ
る
方

８
．
国
民
年
金
に
加
入
さ
れ
て
い
る

方
で
免
除
申
請
等
を
お
こ
な
う
予

定
が
あ
る
方

９
．
国
民
健
康
保
険
及
び
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
に
加
入
さ
れ
て
い
る

方
で
、
世
帯
の
所
得
が
低
い
こ
と

に
よ
り
、
保
険
税
等
の
軽
減
判
定

を
受
け
る
可
能
性
が
あ
る
方

10
．
子
ど
も
医
療
、
乳
幼
児
医
療
な

ど
の
医
療
給
付
を
受
給
さ
れ
る
方

11
．
１
～
10
に
該
当
す
る
方
の
ほ

か
、
児
童
手
当
、
児
童
扶
養
手
当

を
受
給
さ
れ
る
方
、
保
育
所
に
入

所
さ
れ
て
い
る
方
、
入
所
を
予
定

さ
れ
て
い
る
方
等

申
告
に
必
要
な
も
の

①
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
等

（
申
告
を
さ
れ
る
方
及
び
扶
養
さ
れ

る
方
分
）

②
給
与
や
公
的
年
金
の
源
泉
徴
収
票

（
原
本
）

③
事
業
・
不
動
産
所
得
の
あ
る
方

は
、
収
支
の
わ
か
る
資
料

④
医
療
費
控
除
明
細
書
又
は
医
療
費

通
知
書
（
医
療
費
の
領
収
書
の
添

付
又
は
提
示
だ
け
で
医
療
費
控
除

を
適
用
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。）

⑤
社
会
保
険
料
領
収
書
（
国
民
健
康

保
険
税
・
厚
生
年
金
保
険
料
な

ど
）

・
国
民
年
金
保
険
料
控
除
証
明
書

⑥
生
命
保
険
料
控
除
証
明
書

⑦
地
震
保
険
料
控
除
証
明
書

⑧
雑
損
控
除
（
災
害
等
）
を
受
け
よ

う
と
す
る
方
は
、
被
害
の
あ
っ
た

住
宅
や
家
財
な
ど
の
証
明
書
や
明

細
書

⑨
配
偶
者
（
特
別
）
控
除
を
受
け
よ

う
と
す
る
方
は
、
配
偶
者
の
所
得

が
わ
か
る
源
泉
徴
収
票
な
ど

⑩
農
業
所
得
の
あ
る
方

◇
農
協
が
発
行
す
る
販
売
証
明
書
・

出
荷
伝
票

◇
生
産
出
荷
組
合
、
市
場
か
ら
の
清

算
書
・
明
細
等

◇
仲
買
人
へ
の
販
売
明
細
書

◇
自
家
消
費
、
知
人
・
親
類
等
へ
の

贈
答
品
は
そ
の
明
細
書

⑪
障
害
者
手
帳
、
介
護
保
険
に
係
る

障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
書
（
町

の
介
護
・
福
祉
課
で
発
行
）

な
ど
申
告
に
必
要
と
思
わ
れ
る
書
類

を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

＊
令
和
７
年
度
分
町
民
税
・
県
民
税

申
告
書
は
郵
送
提
出
を
御
利
用
く
だ

さ
い
。（
申
告
書
は
２
月
中
旬
に
町

HP
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま

す
。）

※
申
告
が
必
要
か
分
か
ら
な
い
場
合

は
税
務
会
計
課
に
電
話
を
し
て
確

認
し
て
下
さ
い
。

◆
問
合
先

税
務
会
計
課

○
所
得
税

令
和
６
年
分
の
所
得
税
の
確
定
申

告
書
作
成
会
場
は
、
２
月
17
日
(月
)

か
ら
３
月
17
日
(月
)（
土
・
日
は
除

き
ま
す
）
９
時
か
ら
17
時
ま
で
十
和

田
税
務
署
に
も
開
設
し
ま
す
。

所
得
税
の
確
定
申
告
に
つ
い
て

は
、
ご
自
宅
の
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ホ

を
利
用
し
て
、
国
税
庁
HP
「
確
定
申

告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
で
申
告
書

を
作
成
で
き
ま
す
。

申
告
が
必
要
な
方

◎
事
業
所
得
や
不
動
産
所
得
が
あ
る

場
合

令
和
６
年
中
の
所
得
金
額
が
、
基

礎
控
除
・
扶
養
控
除
・
社
会
保
険
料

控
除
な
ど
の
所
得
控
除
の
合
計
額
よ

り
多
い
方

◎
給
与
所
得
者
の
場
合

①
給
与
の
年
収
が
２
，
０
０
０
万
円

を
超
え
る
方

②
一
箇
所
か
ら
給
与
を
受
け
て
い
る

方
で
、
給
与
所
得
や
退
職
所
得
以

外
の
所
得
が
20
万
円
を
超
え
る
方

③
二
箇
所
以
上
か
ら
給
与
を
受
け
て

い
る
方
で
、
年
末
調
整
さ
れ
な

か
っ
た
給
与
の
収
入
金
額
と
給
与

所
得
以
外
の
所
得
の
合
計
金
額
が

20
万
円
を
超
え
る
方

◎
譲
渡
所
得
の
あ
る
場
合

令
和
６
年
中
に
株
式
、
土
地
、
建

物
な
ど
を
売
っ
た
方
は
、
原
則
と
し

て
申
告
と
納
税
が
必
要
で
す
。
こ
の

譲
渡
所
得
に
対
す
る
所
得
税
は
分
離

課
税
と
い
っ
て
、
他
の
所
得
と
区
分

し
て
計
算
さ
れ
ま
す
。

申
告
に
必
要
な
も
の

①
前
記
の
町
・
県
民
税
の
申
告
に
必

要
な
書
類
等

②
印
か
ん
（
銀
行
印
）
と
口
座
番
号

③
税
務
署
か
ら
「
確
定
申
告
の
お
知

ら
せ
」
な
ど
が
来
て
い
る
場
合

は
、
そ
の
通
知
書
等

④
前
年
も
確
定
申
告
を
し
て
い
る
場

合
に
は
、
そ
の
控
え

税
の
申
告
は
正
し
く
お
早
め
に
！

申
告
相
談
は
２
月
12
日
か
ら

役
場
１
回
町
民
ホ
ー
ル
で
行
い
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
加
入
者
、
国
民
年
金
の
免
除
申
請
等
を
す
る

方
及
び
各
種
税
証
明
が
必
要
と
な
る
方
は
収
入
の
有
無
に
か
か

わ
ら
ず
申
告
し
ま
し
ょ
う
。
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申
告
す
れ
ば
所
得
税
が
還
付
さ
れ
る

方
次
の
よ
う
な
方
で
、
源
泉
徴
収
さ

れ
た
税
金
や
予
定
納
税
を
し
た
税
金

が
納
め
す
ぎ
に
な
っ
て
い
る
場
合
に

は
、
確
定
申
告
を
す
れ
ば
所
得
税
が

還
付
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

な
お
、
還
付
を
受
け
る
場
合
は
口

座
振
込
に
な
り
ま
す
の
で
、
本
人
の

預
金
通
帳
な
ど
口
座
番
号
が
わ
か
る

も
の
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

①
年
の
途
中
で
退
職
・
転
職
し
た
り

出
稼
ぎ
や
日
雇
な
ど
の
た
め
年
末

調
整
さ
れ
な
か
っ
た
場
合

②
給
与
や
公
的
年
金
等
の
収
入
が
あ

る
方
で
雑
損
控
除
、
医
療
費
控

除
、
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
な

ど
を
受
け
ら
れ
る
場
合

③
予
定
納
税
を
し
て
い
る
方
で
、
確

定
申
告
の
所
得
税
額
が
予
定
納
税

額
よ
り
低
い
場
合

贈
与
税

贈
与
税
は
、
原
則
と
し

て
個
人
か
ら
年
間
１
１
０
万
円
を
超

え
る
財
産
を
も
ら
っ
た
と
き
に
か
か

る
税
金
で
す
。
申
告
と
納
税
は
２
月

３
日
(月
)か
ら
３
月
17
日
(月
)ま

で
で
す
。

◆
問
合
先

十
和
田
税
務
署

☎
０
１
７
６
‒
２
３
‒
３
１
５
１

月日・曜日
区 域

午 前
（９：００～１１：３０）

午 後
（１：００～４：００）

２ 11 火 建国記念の日

２ 12 水 下町一区（あ～こ） 下町一区（さ～）

２ 13 木 枇杷野（あ～な） 枇杷野（に～）・上袋町（あ～そ)

２ 14 金 鳴沢 上袋町（た～）・新町

２ 15 土

２ 16 日

２ 17 月 下町二区（あ～し） 下町二区（す～）

２ 18 火 中袋町（あ～お） 中袋町（か～し）

２ 19 水 中袋町（す～つ） 中袋町（て～ま）

２ 20 木 中袋町（み～）・城内（あ～え) 城内（お～た）

２ 21 金 えぼし（あ～と） 城内（ち～）

２ 22 土

２ 23 日 天皇誕生日

２ 24 月 振替休日

２ 25 火 えぼし（な～）・木明・目ノ越 明前・蟹田・有戸・琵琶野

２ 26 水 川目 下袋町（あ～お）

２ 27 木 下袋町（か～こ） 下袋町（さ～た）

２ 28 金 下袋町（ち～ね） 下袋町（の～む）

３ １ 土

３ ２ 日

３ ３ 月 下袋町（め～）・浜町（あ～さ) 浜町（し～）・本町

３ ４ 火 八幡町（あ～と） 八幡町（な～）・駅前１（あ～こ)

３ ５ 水 駅前１（さ～ほ） 駅前１（ま～）・駅前２（あ～し)

３ ６ 木 駅前２（す～ほ） 駅前２（ま～）・馬門２（あ～く)

３ ７ 金 馬門２（け～ほ） 馬門２（ま～）・松ノ木平（あ～え)

３ ８ 土

３ ９ 日

３ 10 月 松ノ木平（お～の） 松ノ木平（は～）・金沢町（あ～え）

３ 11 火 金沢町（お～き） 金沢町（く～す）

３ 12 水 金沢町（せ～な） 金沢町（に～）

３ 13 木 馬門１（あ～く） 馬門１（け～ほ）

３ 14 金 馬門１（ま～）・新道（あ～お） 新道（か～）

３ 15 土

３ 16 日

３ 17 月 予 備 予 備

～困ったときはこちらで解決～

令和７年度町県民税に係る申告相談日程表
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税
の
申
告
に
つ
い
て

◆
基
準
額

町
で
は
、
野
辺
地
町
国
民
健
康
保

険
の
加
入
者
を
対
象
に
国
保
・
脳
検

診
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
が
、
２

月
・
３
月
募
集
分
に
若
干
の
空
き
が

あ
り
申
込
み
で
き
ま
す
。

◆
受
付
期
間

２
月
３
日
（
月
）
か
ら

※
電
話
で
の
申
込
み
も
で
き
ま
す
。

◆
受
付
人
数

若
干
名

◆
対
象
者

①
75
歳
未
満

②
野
辺
地
町
国
民
健
康
保
険
に
加
入

し
て
い
る
方
（
申
込
み
が
多
数
の

場
合
は
、
初
め
て
受
診
さ
れ
る
方

を
優
先
し
ま
す
。）

③
保
険
税
の
滞
納
の
な
い
世
帯
の
方

◆
個
人
負
担
金

３
，
０
０
０
円

◆
実
施
期
間

２
月
・
３
月
（
毎
週
火
・
木
曜
日
）

◆
実
施
医
療
機
関

公
立
野
辺
地
病
院

※
場
合
に
よ
っ
て
は
、
検
査
が
受
け

ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
事
前
に
問
合
先
ま
で
連
絡
く

だ
さ
い
。

◆
申
込
・
問
合
先

町
民
課
（
内
線
１
０
７
）

再
募
集
国
保
・
脳
検
診

（
２
～
３
月
分
）
の
お
知
ら
せ

高
額
医
療
・
高
額
介
護
合
算
療
養

費
と
は
、
医
療
保
険
と
介
護
保
険
の

自
己
負
担
額
の
合
計
が
高
額
に
な
っ

た
世
帯
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
の

制
度
で
す
。
医
療
と
介
護
の
両
方
の

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
世
帯
で
、
１

年
間
に
お
支
払
い
し
た
自
己
負
担
の

合
計
が
基
準
額
を
超
え
た
場
合
に
超

え
た
額
を
支
給
い
た
し
ま
す
（
自
己

負
担
額
は
お
支
払
い
し
た
額
か
ら
高

額
療
養
費
や
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費

等
を
除
い
た
額
で
す
）。
た
だ
し
、

超
え
た
額
が
５
０
０
円
以
下
の
場
合

は
支
給
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

◆
計
算
対
象
期
間

令
和
５
年
８
月
か
ら

令
和
６
年
７
月
ま
で
の
１
年
間

◆
支
給
申
請

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る

方
は
、
２
月
上
旬
頃
に
野
辺
地
町
か

ら
支
給
申
請
の
お
知
ら
せ
を
送
付
し

ま
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
し

て
い
る
方
に
は
、
２
月
下
旬
頃
に
青

森
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
か

ら
支
給
申
請
の
お
知
ら
せ
が
送
付
さ

れ
ま
す
。

対
象
と
思
わ
れ
る
世
帯
に
は
、
申

請
の
お
知
ら
せ
を
お
送
り
し
ま
す
。

届
い
た
方
は
町
民
課
に
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。

高
額
医
療
・
高
額
介
護
合
算

療
養
費
の
お
知
ら
せ

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
し

て
い
る
方
で
、
医
療
費
と
介
護
サ
ー

ビ
ス
費
の
自
己
負
担
額
の
１
年
分

（
令
和
５
年
８
月
１
日
か
ら
令
和
６

年
７
月
31
日
）
の
合
算
額
が
限
度
額

（
表
）
を
超
え
た
場
合
、
超
え
た
額

が
支
給
さ
れ
ま
す
。（
５
０
０
円
以

後
期
高
齢
者
医
療

高
額
介
護
合

算
療
養
費
支
給
申
請
の
お
知
ら
せ

令
和
６
年
１
月
１
日
か
ら
12
月
31

日
に
納
め
ら
れ
た
国
民
年
金
保
険
料

（
過
去
の
年
度
分
や
追
納
さ
れ
た
保

険
料
も
含
む
）
は
、
所
得
税
法
及
び

地
方
税
法
で
は
、
社
会
保
険
料
控
除

の
対
象
と
な
り
、
そ
の
年
の
課
税
所

得
か
ら
控
除
さ
れ
ま
す
。

本
年
中
に
納
付
し
た
国
民
年
金
保

険
料
に
つ
い
て
、
社
会
保
険
料
控
除

を
受
け
る
た
め
に
は
、
確
定
申
告
の

際
に
保
険
料
を
支
払
っ
た
こ
と
を
証

明
す
る
書
類
の
添
付
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

日
本
年
金
機
構
か
ら
、
２
月
上
旬

に
令
和
６
年
10
月
１
日
か
ら
12
月
31

日
ま
で
の
間
に
国
民
年
金
保
険
料
を

納
付
さ
れ
た
方
へ
「
社
会
保
険
料

（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」

が
発
送
さ
れ
ま
す
の
で
、
届
き
ま
し

た
ら
、
大
切
に
保
管
し
、
確
定
申
告

の
際
に
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

※
令
和
６
年
１
月
１
日
か
ら
９
月
30

日
ま
で
の
間
に
国
民
年
金
保
険
料

を
納
付
し
た
分
に
つ
い
て
は
、
10

月
下
旬
か
ら
11
月
上
旬
頃
に
既
に

発
送
さ
れ
て
い
ま
す
。

◆
問
合
先

◇
青
森
年
金
事
務
所

☎
０
１
７
‒
７
３
４
‒
７
４
９
５

◇
町
民
課
（
内
線
１
０
７
）

◆
保
険
料
納
付
期
限

１
月
分

２
月
28
日
（
金
）

国
民
年
金
保
険
料
は
全
額
が

社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
で
す

70歳未満の国民健康保険の方の基準額
所 得 区 分 自己負担限度額

所得901万円超 ２１２万円

所得600万円超、901万円以下 １４１万円

所得210万円超、600万円以下 ６７万円

所得210万円以下 ６０万円

住民税非課税世帯 ３４万円

70歳以上の国民健康保険の方及び
後期高齢者医療保険の方の基準額
所 得 区 分 自己負担限度額
現役並み所得Ⅲ ２１２万円
現役並み所得Ⅱ １４１万円
現役並み所得Ⅰ ６７万円
一 般 ５６万円
低 所 得 Ⅱ ３１万円
低 所 得 Ⅰ １９万円

（表）
所 得 区 分 自己負担限度額

現 役 並 み 所 得 Ⅲ ２１２万円
現 役 並 み 所 得 Ⅱ １４１万円
現 役 並 み 所 得 Ⅰ ６７万円
一 般 Ⅰ 一 般 Ⅱ ５６万円
低 所 得 Ⅱ ３１万円
低 所 得 Ⅰ １９万円

低所得Ⅱ：世帯員全員が住民税非課税の方
低所得Ⅰ：世帯員全員が住民税非課税の方のうち、世

帯員全員の各所得金額が０円の方（公的年
金の場合は収入が年額80万円以下）

※自己負担額は、支払った額から高額療養費や高額介
護（予防）サービス費を除いた額です。

高
年
齢
者
雇
用
安
定
法
は
少
子
高

齢
化
が
急
速
に
進
行
し
人
口
が
減
少

す
る
中
で
、
経
済
社
会
の
活
力
を
維

持
す
る
よ
う
、
高
年
齢
者
等
が
そ
の

能
力
を
発
揮
で
き
る
環
境
整
備
を
図

る
法
律
で
す
。

◆
定
年
65
歳
未
満
の
事
業
主
は
、
①

65
歳
ま
で
の
定
年
引
き
上
げ
、
②
定

年
制
廃
止
、
③
65
歳
ま
で
の
継
続
雇

用
制
度
導
入
の
い
ず
れ
か
を
講
じ
る

義
務
が
あ
り
ま
す
。

※
経
過
措
置
に
よ
る
継
続
雇
用
制
度

は
令
和
７
年
３
月
末
で
終
了
で

す
。

◆
さ
ら
に
①
70
歳
ま
で
の
定
年
引
き

上
げ
、
②
定
年
制
廃
止
、
③
70
歳
ま

で
の
継
続
雇
用
制
度
導
入
等
の
い
ず

れ
か
が
努
力
義
務
で
す
。

就
業
規
則
を
ご
確
認
の
上
、
必
要

に
応
じ
て
就
業
規
則
の
改
定
を
お
願

い
し
ま
す
。

◆
問
合
先

①
青
森
労
働
局
職
業
対
策
課
高
齢
者

対
策
担
当

☎
０
１
７
‒
７
２
１
‒
２
０
０
３

②
お
近
く
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ

高
年
齢
者
雇
用
安
定
法
の

ポ
イ
ン
ト

※
計
算
対
象
期
間
中
に
国
民
健
康
保

険
又
は
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に

加
入
し
た
方
や
転
入
し
た
方
の
場

合
、
支
給
対
象
で
あ
っ
て
も
申
請

の
お
知
ら
せ
が
送
付
さ
れ
な
い
場

合
も
あ
り
ま
す
。
対
象
に
な
る
と

思
わ
れ
る
方
は
お
問
合
せ
く
だ
さ

い
。

◆
問
合
先

◇
青
森
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

☎
０
１
７
‒
７
２
１
‒
３
８
２
１

◇
町
民
課
（
内
線
１
０
６
）
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令和７年度 交通災害共済加入者募集
◆問合先 防災管財課（内線210）

◆受 付 ①個人で加入 … 役場 税務会計課(会計担当)へ
②団体で加入 … 各協力団体へ（★印参照）

◆会 費 １人 ３５０円
◆共済期間 令和７年４月１日～令和８年３月３１日

※２月１日から受付を開始します。
共済期間中は、いつでも加入できます。

★団体加入は、下記団体等で受付しています。

交通災害共済は、自動車、自動二輪車、自転車等の道路交通による人身事故で被災した
場合、災害の程度に応じて、弔慰金又は見舞金をお支払いする共済制度です。青森県内の
市町村の住民基本台帳に記録されている方、またそれ以外の方でも県内の学校等に在学し
ている方であれば加入できます。万一の交通事故に備えて、家族そろって加入しましょう。

ＤＸ推進計画のパブリックコメントを実施します
◆問合先 総務課 情報政策担当（内線303）

町ではＤＸ化の目指す方向と取組を示す「野辺地町ＤＸ推進計画」の策定を進めています。
この計画ついて、町民の皆さまから広くご意見をいただくため、パブリックコメントを実施
します。
◆公表する資料 野辺地町ＤＸ推進計画（案）
◆閲覧場所等 町役場庁舎１階町民ラウンジ、中央公民館１階ロビー、馬門公民館談話室、

町ホームページ（https://www.town.noheji.aomori.jp/life/chosei/machidukuri/machi-keikaku/dx）
◆閲 覧 期 間 ２月１日（土）から３月３日（月）まで
◆提 出 期 限 ３月３日（月）まで（郵送の場合は、当日消印有効）
◆提 出 様 式 任意様式に、住所・氏名・連絡先（電話番号等）・ご意見をご記入ください。
◆提 出 方 法
◇直接持参又は郵送の場合 〒０３９－３１３１ 野辺地町字野辺地１２３番地１

野辺地町 総務課（情報政策担当）宛
◇ファックスの場合 ０１７５－６４－９５９４
◇電子メールの場合 somu@town.noheji.lg.jp
◇電子申請の場合 https://logoform.jp/form/9UVf/877900

※右側の二次元コードからもアクセスできます。

駅前自治会 枇杷野自治会 鳴沢自治会
松ノ木平自治会 川目自治会 下町一区自治会
下町二区自治会 上袋町自治会 新町自治会
八幡町自治会 浜町自治会 馬門自治会
有戸自治会 木明自治会 目ノ越自治会
えぼし自治会 中袋町交通安全母の会 城内交通安全母の会

新道交通安全母の会
※団体加入とは １０人以上で加入することをいい、会員１人につき５０円の奨励金が団

体へ支給されます。新規で団体加入の取りまとめを希望される代表者
は、問合先までご連絡下さい。

家族で加入しましょう
１日 １円

年間１人 ３５０円



マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
休
日
交
付
窓
口
を
開
設
２
月
９
日
（
日
）、
３
月
９
日
（
日
）、
４
月
13
日
（
日
）
９
時
～
12
時

※
電
子
証
明
書
の
更
新
も
受
付
し
ま
す
。
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令和７年自衛官等採用案内
種 目 資 格 受付期間 試 験 期 日 処 遇

第１回
一般幹部
候補生

一
般

令和８年４月１日現在22歳以上26歳未満の方
（修士課程修了者は28歳未満の方）

令和７年３月から開始予定

＜１次試験＞
令和７年４月中旬予定※
＜２次試験＞
令和７年５月中旬予定※
＜３次試験＞（飛行要員のみ）
令和７年６月中旬予定※

[初任給]
３等陸・海・空尉
月額：243,500円

飛
行

[初任給]
２等陸・海・空尉
月額：262,200円

歯科・薬剤科
幹部候補生

＜歯科＞令和８年４月１日現在20歳以上30歳未満
＜薬剤科＞令和８年４月１日現在20歳以上28歳未満
※細部はお問合せください。

＜１次試験＞
令和７年４月中旬予定※
＜２次試験＞
令和７年５月中旬予定※

一般曹候補生
18歳以上33歳未満の方

令和７年３月から開始予定
別途連絡します。

[初任給]
月額：198,800円（高卒）
月額：209,500円（大卒）

自衛官候補生
（任期制）

年間を通じて行っており
ます。

予備
自衛官補

技
能 18歳以上で各種国家免許資格等を有する方（国家免許資格等の細部についてはお問い合わせください。）

令和７年１月から開始予定 令和７年４月中旬予定※
[身分]
非常勤特別国家公務員
[教育訓練招集手当]
日額：8,800円一

般 18歳以上52歳未満の方

※ 試験日については、別途指定されます。 ◎細部は下記までお問い合わせ下さい。
処遇については、令和４年４月現在のものです。

〒033-0037 三沢市松園町三丁目６－16 中野プラザビル２F（ユニバース松園店隣）
自衛隊青森地方協力本部 三沢募集案内所
電話・ＦＡＸ 0176－53－1346（平日：08:45～17:30） E-mail:aomori.pco.misawa@rct.gsdf.mod.go.jp

★ 個別に相談に応じます。
QRコードからお申し込み個別相談QR

防災無線を用いた「情報伝達試験」
◆問合先 防災管財課（内線209）

◆実施日 令和７年２月１２日（水）１１時００分頃
※気象・地震活動の状況等によっては、中止することがあります。
【訓練放送の内容】
① （防災行政無線チャイム）
② 「これは、テストです。」×３回＋「こちらは防災のへじ広報です。」
③ （防災行政無線チャイム）

令和６年度 第４回全国一斉情報伝達試験
全国瞬時警報システム（Ｊ-アラート）による国からの緊急情報が、

正常に流れるかを確認するためのテスト放送を実施します。

登録統計調査員を募集しています！
◆問合先 企画財政課（内線217）

～ 調査員のお仕事してみませんか？ ～
町では、国が実施する各種統計調査に従事してくださる方（登録統計調査員）を随時募

集しています。統計調査に興味のある方、また、専業主婦や定年を迎えられた方、何らか
の形で地域貢献活動をしたい方、空き時間の範囲内でどうぞお力をお貸しください。「登
録統計調査員」とは、統計調査員として継続的に活動することを希望し、あらかじめ町に
登録いただいた方です。統計調査が実施される１～２か月前に、町から調査活動を依頼
します。

◆応募資格
・健康な２０歳以上の方（男女問わず）
・責任を持って調査事務を遂行できる方
・調査で知り得た情報の秘密を守れる方
・警察、選挙、税務に直接関わらない方

◆応募方法
登録を希望される方は、野辺地町統計調査員

登録申請書（企画財政課で配布又は町ホーム
ページでダウンロード可）に必要事項を記入し、
ご提出ください。（提出方法は問いません。）

◆仕事内容
・調査員説明会への出席
・担当する地域の確認
・調査についての説明と調査書類の配布
・調査票の回収・点検・整理・提出

◆報酬
・報酬あり
※各調査、調査期間によって
異なります。
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朗読の会「秋桜」会員による朗読会を行いま
す。文学作品やエッセイなど耳からの読書で
心豊かなひと時を過ごしてみませんか。
日 時：２月１８日（火）１３時～１５時
場 所：中央公民館 第３会議室
対 象：一般
参加費：無料
申込み：不要

区分

町村別

令和６年 昨年
前年比

12月中(単月) 12月末(累計) 12月末(累計)
発

生

死

者

傷

者

発

生

死

者

傷

者

発

生

死

者

傷

者

発

生

死

者

傷

者
野辺地町 1 0 1 11 0 14 15 0 19 －4 ＋0 －5
横 浜 町 1 0 1 9 1 10 11 1 14 －2 ＋0 －4
六ヶ所村 6 0 10 21 0 25 10 1 30 ＋11 －1 －5
合 計 8 0 12 41 1 49 36 2 63 ＋5 －1 －14

令和６年12月末の交通人身事故発生状況(野辺地警察署)

おはなし工房
日 時：２月１５日（土）１４時１５分～
対 象：４～１２歳 ※幼児は、保護者同伴。
内 容：絵本の読み聞かせと工作「世界一

飛ぶ紙飛行機作り」
場 所：２階視聴覚室
参加費：無料
定 員：８名

※要申込み
申込先：図書館 ｢紙飛行機｣

図書館おすすめの新着本（入荷予定本）
書 名 著 者 名

ＰＲＩＺＥ 村 山 由 佳
秘仏の扉 永 井 紗耶子
歪曲済アイラービュ 住 野 よ る
憤怒 上・下 パトリシア・コーンウェル

本 の 展 示
新たな一歩を踏み出したあなたに贈る本展

１日(土)～２７日(木)

◆
英
会
話
ク
ラ
ブ

５
日
・
12
日
・
26
日
（
水
）

15
時
～
16
時
（
中
央
公
民
館
）

講
師
：
12
日
・
26
日

Ａ
Ｌ
Ｔ
（
外
国
語
指
導
助
手
）

◆
お
は
な
し
サ
ー
ク
ル

「
虹
色
の
会
」

22
日
（
土
）
13
時
半
～

定
例
会
（
図
書
館
）

◆
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト

26
日
（
水
）
12
時
半
～
13
時

（
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
・
７
か
月

児
検
診
）

【図
書
館
イ
ベ
ン
ト
】

今
月
の
休
館
日

３
日
(月
)、
10
日
(月
)、

17
日
(月
)、
25
日
(火
)

28
日
(金
)

※
館
内
整
理
日
の
た
め
28
日

は
休
館
し
ま
す
。

第22回 朗読のつどい

中学時代、短歌の美しさ、調べの心地良さに感
銘を受けた著者。自選歌集７１６首から著者が
厳選した２０首を綾扇氏が書にした作品を３月
２７日(木)まで展示中。
著者は平成１２年青森県短
歌大会知事賞を受賞。県内地
方紙歌壇選者、野辺地短歌会代
表など。

ミギャラリ
五十嵐敦子歌集「花の回廊」２０首 綾扇かく
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 

 











































 

 




































『未来につなげる幸せを創る』
NO42.「宮下青森県知事来庁｣

こんにちは、町長の野村です。
昨年末からの大雪で町民の皆さんには日々の雪
かきでご苦労をおかけしています。年初には除排
雪に時間がかかりご迷惑をおかけしたことをお詫
びします。それでも小中学校の始業式にはなんと
か間に合ったとほっとしています。
１月１０日に宮下青森県知事に新庁舎のご視察
をいただきました。その際、役場庁議室において
上北県民局との合同で町や上北地域の除排雪状況
についての協議をすることができました。宮下青
森県知事からも的確な指示が発せられ、有意義な
会議でした。
町においても屋根の雪下ろし作業中の事故が報

告されています。注意をお願いします。
このコラムを書いているのは１月下旬で、暖気
が続きかなり雪解けが進みそうですが、しばらく
はまだまだ油断はできません。
インフルエンザや新型コロナウイルス感染症な
ど体調管理にもお気をつけください。

皆さんまいどです。
地域おこし協力隊の横井さくらです。
大好きな野辺地町の皆さま、今年もよろしくお
願いします。
今年はごっつい雪ですね。
私は雪かきがヘタで道具の使い方もおぼつかへ
んのですが、大雪がめずらしいもんでついはしゃ
いでしまいます。皆さんに雪かき教えてもろたさ
かい、ちょっと上達したかなぁ？
それからね、今年は初めて野辺地町で年を越し
たもんで、あるお宅で大晦日の団欒を体験させて
もらいましてん。
なまこやツブにホタテ、菊、煮あえっこをはじ
めとする郷土料理、大皿にモリモリ盛り付けられ
たフライ！野辺地ならではのご馳走に釘付けで、
大興奮やったでぇ！驚いたんは甘くて優しい茶碗

蒸し。大阪では出汁味やったけど、甘いのもたま
りまへんなぁ。それに家族みんなが集まってワハ
ハと笑う雰囲気も、豪快で野辺地らしくて大好き
ですねん。
知れば知るほど魅力的なこの町から離れられま
せんわぁ〜

おしおしおし その㊶ 『ママさんダンプ、むつかしなぁ』

除排雪状況の報告を受ける町長（左）と宮下知事（中央）

町
で
は
、
広
報
の
へ
じ
に
掲
載
す
る

有
料
広
告
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

◆
規
格
・
料
金
（
ひ
と
月
分
）

◇
一
号
広
告
（
縦
約
５
㎝
×
横
約
18
・

５
㎝
）

１
６
，
０
０
０
円

◇
二
号
広
告
（
縦
約
５
㎝
×
約
９
㎝
）

８
，
０
０
０
円

◆
発
行
部
数
・
配
布
先

「
広
報
の
へ
じ
」は
、町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
す
る
ほ
か
、
５
，
８
０
０

部
発
行
し
、
町
内
を
中
心
に
各
家
庭

や
公
共
施
設
、
事
業
所
な
ど
に
配
布

し
ま
す
。

◆
発
行
回
数

月
１
回
（
年
12
回
）

◆
申
込
方
法

掲
載
希
望
月
の
前
月
の
１
日
ま
で

に
、
申
込
書
と
掲
載
を
希
望
す
る
規

格
で
作
成
し
た
原
稿
の
デ
ー
タ
を
ご

提
出
く
だ
さ
い
。

※
申
込
書
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能
で
す
。

◆
そ
の
他

町
で
は
、
掲
載
す
る
広
告
に
一
定

の
基
準
を
設
け
て
い
ま
す
。
広
告
掲

載
を
お
考
え
の
方
は
、
必
ず
事
前
に

「
野
辺
地
町
有
料
広
告
掲
載
基
準
」

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
問
合
先
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

◆
問
合
先

総
務
課
（
内
線
２
０
７
）

広
報
の
へ
じ
に
広
告
を

掲
載
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

ママさんダンプ、まっすぐ進まへんねん
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【
馬
門
熊
野
神
社
の
カ
ド
ウ
チ
】
…
野
辺
地
町
馬
門
地
区
に
所
在
す
る
馬
門
熊
野
神
社
の
権
現
様
（
獅
子
頭
）
が
、
新
年
に
地
区
の
家
々
を

回
り
祈
祷
を
す
る
民
俗
芸
能
。
少
な
く
と
も
大
正
初
期
か
ら
行
わ
れ
て
い
る
。
戦
前
は
旧
正
月
に
行
っ
た
。
カ
ド
ウ
チ
は
馬
門
熊
野
神
社

敬
神
組
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
。
カ
ド
ウ
チ
の
権
現
舞
は
御
幣
、
獅
子
頭
、
太
鼓
、
手
平
鉦
、
笛
で
構
成
さ
れ
、
訪
れ
た
家
の
玄
関
先
で
住
民

の
無
病
息
災
を
祈
願
し
て
権
現
舞
を
行
う
。

【
解
説
】

当
町
の
馬
門
地
区
で
は
、
１
月
２

日
か
ら
３
日
に
か
け
て
カ
ド
ウ
チ
が

行
わ
れ
ま
す
。
カ
ド
ウ
チ
は
馬
門
熊

野
神
社
の
権
現
様
（
獅
子
頭
）
が
馬

門
地
区
の
家
々
を
回
り
、
住
民
の
安

全
と
繁
栄
を
祈
願
し
権
現
舞
（
お
祓

い
）
を
行
う
行
事
で
す
。
少
な
く
と

も
大
正
初
期
に
は
行
わ
れ
、
戦
前
は

旧
正
月
に
カ
ド
ウ
チ
を
し
て
い
た
こ

と
が
記
録
か
ら
わ
か
っ
て
い
ま
す
。

カ
ド
ウ
チ
の
構
成
は
、
御
幣
を
先

頭
に
獅
子
頭
、
太
鼓
、
手
平
鉦
、
笛
が

続
き
、
道
順
は
、
馬
門
地
区
の
遍
照

寺
と
自
治
会
長
宅
を
回
っ
た
後
、
カ

ミ
（
平
内
町
側
）
か
ら
シ
モ
（
野
辺
地

町
側
）
を
回
り
ま
す
。
権
現
様
は
玄

関
前
で
舞
を
行
い
、
権
現
様
を
迎
え

た
家
で
は
、
オ
サ
ゴ
と
呼
ば
れ
る
米

と
志
納
金
を
奉
納
し
ま
す
。
そ
し

て
、
権
現
様
に
ミ
ガ
タ
メ
（
頭
を
噛

む
）
を
し
て
も
ら
い
ご
加
護
を
授
か

り
ま
す
。
新
車
の
お
祓
い
や
新
築
祝

い
の
ヤ
ガ
タ
メ
も
カ
ド
ウ
チ
に
合
わ

せ
て
行
い
ま
す
。
カ
ド
ウ
チ
後
、
地

区
に
悪
い
も
の
が
入
っ
て
こ
な
い
よ

う
ス
キ
ー
場
・
藩
境
塚
・
温
水
プ
ー

ル
近
辺
に
シ
メ
を
張
り
清
め
ま
す
。

カ
ド
ウ
チ
は
馬
門
熊
野
神
社
敬
神

組
に
所
属
す
る
方
々
が
行
っ
て
い
ま

す
。
敬
神
組
は
馬
門
熊
野
神
社
の
権

現
舞
や
能
舞
等
の
神
楽
を
継
承
し
て

い
る
団
体
で
、
毎
年
の
カ
ド
ウ
チ
の

ほ
か
、
熊
野
神
社
例
大
祭
や
ご
縁
日

で
の
権
現
舞
の
奉
納
、
野
辺
地
八
幡

宮
の
例
大
祭
（
祇
園
ま
つ
り
）
の
供ぐ

奉ぶ

運
行
を
行
い
ま
す
。
本
番
に
備
え

敬
神
組
は
神
楽
の
練
習
を
行
い
、
先

人
か
ら
受
け
継
ぐ
芸
能
を
継
承
し
て

い
ま
す
。

資
料
館
で
は
弘
前
大
学
と
連
携

し
、
町
の
民
俗
に
関
す
る
調
査
を

行
っ
て
い
ま
す
。
貴
重
な
民
俗
芸
能

を
多
く
の
町
民
が
知
る
機
会
を
作
れ

る
よ
う
今
後
も
調
査
を
進
め
ま
す
。

（
文
責
・
資
料
館

山
崎
）

【写真①カドウチの様子 撮影：2025（令和７）年】
カドウチは初めに遍照寺を訪れる。位牌堂や本堂で
の歯打ちを行い、地区の先祖へお参りをする。

【写真②昔のカドウチ 撮影：昭和30年代】
昔のカドウチの様子。敬神組の構成は現在と変わら
ないが、紋付き袴と草履を正装としていた。

 カの子 カの子

らら

馬門熊野神社敬神組が１月２日・３日、馬門地区でカ
を行いました。
カは、権現（獅子頭）が地区の家々をまり、
地域住民の１年の無病息災を祈る新春の行事です。カ
は令和２年以降、新型ロナイルスの感染拡大の
影響等で休止していましたが、４年ぶりに行れました。
熊野神社敬神組の皆さんと権現は２日間けて馬門
地区をめぐり、玄関先で権現をお迎えした方々の頭を
噛み、ご加護を授けていました。

年のる新の年のる新の
のの

【写真③能舞 撮影：1970（昭和45）年1月】
能舞は家の新築時に行うヤガタメで行われた芸能。
馬門熊野神社の能舞は、東通村大利から師匠を招き教
わったもの。下北の能舞の流れを組む。

ちラ ちラ
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＊ 総 合 健 康 相 談 ＊
保健師・管理栄養士による相談です。健康についての
お悩みをお聞きします。（要予約）
◆日 程 木曜日(祝日除く) ◆時 間 ８時半～17時
☎ 080－1142－8080（保健師直通）

＊ 傾 聴 サ ロ ン ＊
こころが軽くなるおしゃべりサロンです。傾聴研修会
を修了した傾聴ボランティアがお話を伺います。秘密は
厳守します。
◆日 程 ２月１９日(水)、

３月１９日(水)
◆場 所 健康増進センター
◆時 間 １３時～１５時

※申込み不要。
時間内にいつでも
どうぞ。


野辺地町では高齢者肺炎球菌予防接種費用助成をおこなっています。65歳となる誕生日を迎え対象と
なった方へ、案内を随時個別に送付しております。対象者の接種有効期限は、案内が
到着した日から66歳を迎える誕生日の前日までです。有効期限を過ぎた場合は、接種
費用補助の対象とはなりませんので、ご注意ください。
≪対象者≫
①町に住所があり、今年度中に65歳になる方
②60歳以上65歳未満の方で、心臓、腎臓又は呼吸器の機能に自己の身辺の日常生活活動が極度に制限さ
れる程度の障害をお持ちの方及びヒト免疫不全ウイルスにより免疫の機能に日常生活がほとんど不可
能な程度の障害をお持ちの方

≪助成額≫
接種費用のうち、3,000円を町が助成します。
※町の助成で接種する際、お送りしている案内が必要です。接種を希望する場合は、主治医へ相談の
上、お送りした案内に記載のある医療機関にて接種してください。

ご不明な点等ございましたら、健康づくり課までお問合せください。

内閣府の調査では、７５歳以上の約７割の人が「健診などを定期
的に受診している」と回答していますが、厚生労働省によると、後
期高齢者健診の受診率は３割程度にとどまっています。令和５年
度における野辺地町の受診率についても約２割程度となっていま
す。もしかしたら、病院や診療所での診察と健診を混同している
人が多いのかもしれません。
病院や診療所での診察は、自覚症状があって診察してもらうも
のですが、健診は自覚症状のない自分の健康状態を知るためのも
のです。普段気にしていなかった身体の状態を把握することがで
き、自身の生活習慣を見直すチャンスです。年に１回、必ず健診を
受けましょう！
≪対象者≫
町に住所がある７５歳以上の方及び６５歳から
７４歳で後期高齢者医療保険証をお持ちの方
≪今年度受診期限≫
令和７年３月３１日まで

｢診察｣と｢健診｣混同しませんか？

献血日のお知らせ

日時：令和７年２月２日(日)

時間：10：00～16：00

場所：マックスバリュ野辺地店

十分な食事・水分を摂取して
お越しください。
今年度最後の献血になりま
す。皆さまのご協力をお願い
いたします。

健診健診健診
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※予防接種の接種忘れや接種スケジュール等のご相談は、健康づくり課までお問合せください。
※母子健康手帳は毎週火・木曜日に健康づくり課にて発行します。事前にご予約の上お越しください。

＊各種相談先＊

相談名（連絡先） 実施日 対象／内容

す く す く 相 談
(64－1770)

月～金曜日
（祝日を除く）
８時半～17時

※１.事前に電話でご予約
ください。

※２.職員不在の際は折返
し対応させていただ
く場合があります。

妊婦、産婦、育児中の方､
就学前のお子さんなど。
こそだて応援コンシェル
ジュ（助産師・保健師）
が対応。

こ と ば の 相 談
(64－1770)

思春期はればれ相談
(64－1770)

木曜日
（祝日を除く）
８時半～17時
※１、※２

思春期の方、その保護者
など。
保健師による電話相談。

こども救急電話相談
※青森県主体

(＃8000または
017－722－1152)

平日：午後７時～
翌朝午前８時

土曜：午後１時～
翌朝午前８時

日祝：午後８時～
翌朝午前８時

小児の急病等、家庭内で
の対応や医療機関への受
診目安などの相談対応。
看護師が相談に応じます｡

日 事業名（対象者） 開始時間 場 所 備 考

20 ４か月児健診（Ｒ６年９月１７日～１０月２０日生まれ） ８時40分 野辺地病院
(小児科) 対象者には個別通知します。

26

７か月児健診（Ｒ６年７・８月生まれ） 13時

健康増進
センター

個別通知はしておりません。
広報で確認し母子健康手帳とバス
タオルをお持ちください。１０か月児健診（Ｒ６年４月生まれ） 13時20分

みんなのこども相談（出生～就学前まで） 13時40分 前日までに申込みが必要です。

学校の授業ではタブレットが必須にな
るなど、子どもたちにとっても当たり前の
存在になりつつある電子機器ですが、使い
方次第で成長過程にある子どもへ悪影響
を及ぼす可能性があります。メディアに
夢中で双方向のコミュニケーションが不
足すると言葉の発達が遅れ
たり、電子機器の明るい光
によって睡眠トラブルを引
き起こしたりします。
また、メディアの長時間視聴によって体
を動かす機会が少なくなると、日常生活を
送るための基礎体力が不足す
る可能性があります。
さらに、視力への発達に悪
影響を及ぼすこともわかって
います。
そこで重要なのは、ルールを決めて上手
にメディアと付き合っていくことです。
〇例えば…
・生活の中でメディアに触れる総時間を
コントロールする。
（推奨：１日２時間まで）
・食事中・20時以降は使用しない。

など
家族で話し合い、メディアを使用するため
のルールを決めましょう。

すくすくアドバイス

～メディア（テレビ・スマホ・ゲーム・
タブレットなど）との付き合い方～
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「
戸
籍
の
窓
」
に
は
、
当
町
に

届
け
ら
れ
た
出
生
と
死
亡
に
つ
い

て
、
掲
載
し
て
い
ま
す
が
、
個
人

の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
関
す
る
こ
と

な
の
で
、
掲
載
を
希
望
し
な
い
場

合
は
、
届
け
出
の
際
に
お
申
し
出

く
だ
さ
い
。

（
12
月
受
付
分
）
町
民
課

木
村

梛な

優ゆ
ち
ゃ
ん
(浩
平
)松
ノ
木
平

森

珀は
く
翔と

く
ん
(慶
太
)駅
前
２

お
た
ん
じ
ょ
う

お
め
で
と
う

藤
谷
喜
和
子
さ
ん
(91
)有

戸

清
川

昭
人
さ
ん
(84
)え
ぼ
し

北
舘
み
ど
り
さ
ん
(77
)鳴

沢

伊
瀬
谷
喜
美
さ
ん
(96
)駅
前
１

蛯
名
百
合
子
さ
ん
(66
)松
ノ
木
平

湯
澤

忠
男
さ
ん
(83
)下
袋
町

藤
田

昭
三
さ
ん
(85
)下
町
一
区

古
林

勝
義
さ
ん
(68
)木

明

中
岫

豐
さ
ん
(90
)駅
前
２

横
濵

キ
ヱ
さ
ん
(93
)馬
門
２

中
村

祥
子
さ
ん
(94
)駅
前
１

寺
下

修
さ
ん
(63
)松
ノ
木
平

横
濵

イ
ヨ
さ
ん
(96
)馬
門
２

髙
橋

信
さ
ん
(82
)上
袋
町

◆開設日：２月３日(月)、10日(月)、
17日(月)、25日(火)

◆時 間：10時～14時

有戸地区はまなす
ふれあいセンター

◆開設日：２月３日、６日、10日、
13日、17日、20日、
27日

◆時 間：10時半～14時45分

※送迎はありませんのでご注意ください。
また、ご利用の際は感染症対策にご協力
ください。

防
災
無
線
（
広
報
無
線
）
は
電
話
で
（
無
料
）
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
す
！

☎
０
８
０
０
ー
８
０
０
ー
９
９
５
９
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日 曜 行 事 名
1 土 児：豆まき会
2 日 献血（マックスバリュ野辺地店）
3 月
4 火 相：人権
5 水 青森県小学生スキー大会
6 木
7 金 相：弁護士
8 土
9 日
10 月
11 火

12 水 申告相談（～３月17日まで）
※土・日・祝除く

13 木
14 金
15 土 図：おはなし工房

日 曜 行 事 名
16 日
17 月
18 火 図：朗読のつどい

19 水 傾聴サロン
相：年金

20 木 健：４か月児
21 金

22 土
図書：おはなしサークル
児：避難訓練
のへじ検定 受検日

23 日
24 月
25 火

26 水

健：７か月児
健：１０か月児
相：みんなのこども
児：支援拠点事業

27 木

28 金
図：館内整理（休館）
〆：町県民税（随時）
国保・後期・介護（８期）

※ 図：図書館 〆：納期限
健：健診児 児：児童館 相：相談

◆問合先
上十三・十和田湖広域定住自立圏
観光推進協議会事務局（十和田市商工観光課内）
☎0176－51－6771

定住自立圏観光ガイド
ＱＲコード

町税等の未納は延滞金が加算される場合があります
ので、納期限内に納付しましょう。

★三沢市
◆冬限定ご当地グルメ三沢ほっき丼の季節がやってきま
した
・日 時 令和６年１２月３日（火）～

令和７年３月３１日（月）
・場 所 三沢市内各店舗
・内 容 今年もまたほっき漁の解禁とともに三沢の

冬の風物詩「三沢ほっき丼」の提供が始ま
りました。今年で３周年を迎えたご当地グ
ルメ「三沢基地空自空上げ（からあげ）」と
のコラボ企画「どんからキャンペーン」も
好評開催中！応募シールを３枚集めて応募
すると飲食券や特産品などの豪華賞品が当
たります！

・問合先 三沢市役所観光物産課
地産販売推進係
☎０１７６－５３－５１１１
（内線５２２・５２３）

★十和田市
◆第３３回十和田市伝統芸能まつり
・日 時 ２月９日（日）～ １２時開演
・場 所 十和田市民文化センター
・内 容 十和田市内に伝わる、県・市指定の民俗

芸能（神楽・獅子舞・駒踊・鶏舞）を一堂
に集めて公開します。

・出演団体 南部切田神楽会・後継者
南部駒踊米田保存会・後継者
南部駒踊立崎保存会
南部駒踊相坂若駒会・後継者
六日町鶏舞保存会・後継者
藤島獅子舞保存会・後継者

・問 合 先 十和田市スポーツ・生涯学習
☎０１７６－５８－０１８４

圏域内のイベント
やモデルコースな
どの情報を公開し
ています。

・
交
通
安
全
早
め
て
ん
と
う
虫
作
戦
！
夕
暮
れ
時
は
早
め
の
点
灯
時
刻
２
月
は
15
時






